
 
 

                                             

 

 
 

  

 
 

 
 

                                                 

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                           

 

《
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
・大
会
等
》 

▼
宇
城
書
き
初
め
展 

【
一
年
の
部
】 

《
天
賞
》 

冨
田
桜
未
、
一
村
阿
依 

 

《
地
賞
》 

平
原
萌
楓
、
中
山
明
理 

 

杉
谷
玲
温
、
島
﨑 

 

虹 

《
人
賞
》 

福
嶋
愛
実
、
木

下
永
大 

【
二
年
の
部
】 

《
特
選
》 

野

口
ひ
か
り 

 

《
天
賞
》 

松
浦
佑
香 

《
地
賞
》 

植
野
健
太 

【
三
年
の
部
】 

《
特
選
》 

野

口 
 

桜
、
山
下
優
音 

《
天
賞
》 

松
浦
芙
紀
、
米
加

田
ま
こ
と 

《
地
賞
》 

荒
木
花
菜
、
田
﨑
倫
夏 

《
人
賞
》 

中

田
祐
佳
、
豊

田
彩
里 

▼
県

工
作
展 

【
一
年
】 

《
特
選
》 

中
山
明
理
、
長
木
遥
香
、
一
村
阿
依 

【
二
年
】 

《
特
選
》 

宮
川
凜
久 

【
三
年
】 

《
特
選
》 

大
越
諒
哉
、
寺
島
龍
翔
、
松
浦
芙
紀 

▼
宇
城

工
作
展 

【
一
年
】 

《
特
選
》 

野

田
凜
華 

《
入
選
》 

天
川
曜
裕
、
三
浦

栞
奈
、
池

田
築 

【
二
年
】 

《
入
選
》 

木
本
愛
羅
、
松
浦
洸
也 

【
三
年
】 

《
入
選
》 

大
久
保
颯
、
野

口
桜
、
山
本
飛
美
希 

米
加

田
ま
こ
と 

≪ 今 後 の 主 な 行 事 予 定 ≫  

【 ３ 月 】  

５ 日 （ 月 ）「 地 域 ふ れ あ い 」 挨 拶 運 動  

     第 ３ 回 ふ る さ と 講 話  

７ 日 （ 水 ） ★ 公 立 高 校 後 期 選 抜  

８ 日 （ 木 ） ★ 公 立 高 校 後 期 選 抜  

９ 日 （ 金 ） ３ 年 生 修 了 式  

１ ０ 日 （ 土 ） 卒 業 証 書 授 与 式  

１ ２ 日 （ 月 ） 振 替 休 業 日  

１ ４ 日 （ 水 ） ★ 公 立 高 校 後 期 選 抜 結 果 発 表  

１ ５ 日 （ 木 ） １ 、 ２ 年 生 標 準 学 力 テ ス ト  

１ ６ 日 （ 金 ） １ 、 ２ 年 生 標 準 学 力 テ ス ト  

２ ３ 日 （ 金 ） １ 、 ２ 年 生 修 了 式  

２ ８ 日 （ 水 ） 退 任 式  

【 ４ 月 】  

  ９ 日 （ 月 ） 始 業 式  

 １ ０ 日 （ 火 ） 入 学 式  

 

二
月
十
六

日

（
金
）

に
新

入
生
体
験

入
学

・
学
校
説

明

会
が
あ
り
ま

し
た
。
来
年
度

入
学

予
定

の
六
年
生
と
そ

の

保
護
者
が

出
席

し
、
主

に
生

徒
会

に
よ
る
学
校
説

明
と
数

学
と
理
科

の
体
験
授
業
が

行

わ
れ
ま

し
た
。

六
年
生

の
皆

さ
ん
は
、
ち

ょ

っ
と
だ
け
中

学
生
気
分
を
味
わ
え
た
よ
う

で
す
。

入
学
を
楽

し
み
に
待

っ
て
い
ま
す
。 

「
自
分
が

目
指
す
大
人
」

二
年 

森
本
悠
太 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

僕
が

目
指
す
大
人
は
、
自
分

の
考

え
を

し

っ
か
り
持
ち
そ
れ
を
発

言
す
る

こ
と

の
で
き
る
大
人

で
す
。
理
由
は
、
今

の
自
分
が
自
分

の

考

え
を
持

っ
て
い
て
も

周
囲
を
気

に
し

て
発
言
す

る

こ
と
が

で
き

な

い
と
き
が
あ
る
か
ら

で
す
。
そ
し
て
、
周
り

の
人

の
考

え
に
流
さ

れ

て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
、
そ
れ

で
は
何
も
言
え
な

い
ま
ま
自
分
に

不
利
な
方
向

に

い

っ
て
し
ま
う

こ
と
が

あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な 

現
状

の
自
分

の
生
き
方

で
は
、
大
人
に
な
り
就
職

し
た
と
き
も
自
分

の
考

え
を
発
言

で 

き
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

の
社
会

で
生
き

て
い
け
な

い
と
思
う

の
で
、
自
分
が

思

っ
た 

こ
と
は
言
葉

に
し

て
発
言

し
た

い
で
す
。

そ
れ

で
周
り
か
ら

反
論
が
あ

っ
た
と

し

て 

も
、
自
分
を
信
じ

て
発
言

で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
発
言
し
な

い
で
後
悔
す
る
よ
り
は 

い
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
僕
が

目
指
す
大
人
に
近
づ

く
た
め
に
は
、
周
囲

の
状 

況
を

判
断
す
る

こ
と
や
恥
ず

か

し

い
と
思
う
気
持

ち
を
少

し
ず

つ
な
く

し

て
い
か
な 

い
と
自
分

の
目
指
す
人
に
近
づ

け
な

い
と
思

い
ま

し
た
。
自
分
が

目
指
す
大
人
に
少
し

ず

つ
近
づ

け
る
よ
う

に
努
力
を
怠
ら
ず

に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。 

 

  

 

 

「
将
来

の
夢
」 

 
 
 
 
 

二
年 

山
本
実
奈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私

の
将
来

の
夢
は
警
察
官

に
な
り
た

い
と
考

え

て
い
ま
す
。
な
ぜ

か
と

い
う
と
、
私
は
人

の
役

に
立

つ
仕
事
が

し
た

い
と
思

っ
て
い
る

か
ら

で
す
。
そ

の
た
め
に
小
学
校

四
年
生
か
ら
柔
道
を
習

い
始
め
ま

し
た
。
最
初
は
全
く
上
達

せ
ず
、
試
合

で
も

一
回
戦

で
負
け
る

こ
と

が
多
か

っ
た

で
す
。
し
か
し
、
地
道

に
継
続

し
て
練
習
に
励
ん
だ
た

め
、
地
域

の
大
会

で
優
勝
す
る

こ
と
が

で
き
、
そ

こ
か
ら
少
し
ず

つ 

自
分

に
自
信
が

つ
い
て
い
き
、
中
学
校

で
も
続

け
よ
う
と
思
う

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。 

ま
た
、
先

日
の
昇
段
試
験

で
黒
帯
を
取
る

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
高
校
進
学 

後
も
柔
道
を
続

け

て
、
勉
強
と
部
活
動
を

両
立

で
き
る
よ
う

に
し
た

い
で
す
。
そ
し
て
、 

何
事

に
も
積
極
的

に
行
動

し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
勉
強

で
も
部
活
動
と
同
様

に
、
自
分 

に

で
き
る

こ
と
が

あ
れ
ば

最
後

ま

で
し

っ
か
り
と
や
り
遂
げ

て
自

分
を
誇
れ
る

人

に 

な
り
た

い
で
す
。   

 

二
月

二
十
五
日

（
日
）
、

美

里

町

で
開
催

さ

れ

た

宇

城

中
学

校

新

人

駅
伝

競

走

大
会

で
、
女
子
四
位
、
男
子

八
位

と

い
う

頑

張

り
を

見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

今

年

も

大

会

直

前

ま

で

三
角

中

で
イ

ン

フ

ル

エ
ン

ザ
が
大
流
行
し
、
選
手
が
十

分

な

力
を

発
揮

で
き

な

い

よ
う
な
状
況

で
し
た
。
し
か

し
、

出

場

し
た

選

手
も

含

め
、
全
員
が

一
丸
と
な

っ
て

走
り
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残

し
ま

し
た
。
今
後

に
生
か

せ
る

大

会

に
な

っ
た

と

思

い
ま
す
。 

【
出
場
選
手
】
○
番
号
は
学

年
、
☆
は
区
間

５
位

以
内
。 

 

男

子

Ａ
チ
ー

ム

一
区

▽

三
角
啓
彰
②

☆
、
二
区
▽
森

本
悠
太
②
、
三
区
▽
髙
山
皇

②
、

四
区
▽
森
本
海
斗
①
、

五
区
▽
植
野
健
太
②
、
六
区

▽
金

子
悠
斗
①
、
総
合
順
位

八
位
。 

 

男

子

Ｂ
チ
ー

ム

一
区

▽

志
村
翔
汰
①
、
二
区
▽
三
浦

航

生
②

、

三
区

▽
木

本

翔

①
、

四
区
▽
木

下
永
太
①
、

五
区
▽
西
山
大
貴
②
、
六
区

▽
田
﨑
颯
人
①
、
オ
ー
プ

ン

参
加 

 

女

子

Ａ
チ
ー

ム

一
区

▽

寺
島
琉
華
①
、
二
区
▽
髙
瀬

か
な

み
①
、
三
区
▽
村
嶋
愛

莉
②

、

四
区

▽
河
嶋

桜

子

①
、

五
区
▽
三
浦
栞
奈
①
、

総
合
順
位

四
位
。 

 

女

子

Ｂ
チ
ー

ム

一
区

▽

篠
﨑
友
美
②
、
二
区
▽
河
野

桃
子
②
、
三
区
▽
網

川
留
菜

①
、

四
区
▽
植

里
千
尋
②
、

五
区
▽
野

口
ひ
か
り
②
、
総

合
順
位
十

一
位
。 

  

得
意
淡
然
失
意
泰
然(

と

く

い
た

ん
ぜ

ん

し

つ
い
た

い
ぜ

ん) 

も
う
す
ぐ

公
立
高
後
期

一
般
選
抜
試
検

で
す
。
私
が

三

年
担
任
を

し
て
い
た
時

の
こ
と

で
す
。
三
年
男
子

で
地

元

の
公
立
高

普

通

科

一
本

志

望

で
確

実

に
合

格

で
き

る

力

を
持

つ
生
徒
が

い
ま

し
た
。
入
試

の

一
週
間
前
、
彼

は
朝

か
ら
油
断
し
た

の
か
、
自
動
販
売
機

で
ジ

ュ
ー

ス
を
買
お

う
と
し
た
時

に
、
女
子
高
生

の
自
転
車

に
ぶ

つ
か
り
利
き

腕

の
肩
を
負
傷

し
ま

し
た
。
右
手
が
動
か
な
く
な

っ
た

の

で
す
。
「
大
丈
夫

で
す
。
」
と
答

え

て
い
ま

し
た
が
、
実
は

校
舎

の
片
隅

で
涙
を
流

し

て
い
ま

し
た
。
「
手
術

し

て
不

安
を
な
く

そ
う

よ
。
」

一
週
間
よ
り
近
く
な

っ
た

日
に
手

術
。
無
事
成
功

し
、
本
人
は
受
検
合
格

し
ま

し
た
。 

物
事
が
う
ま
く

い
か
な
く
な

っ
て
も
、
あ

せ
ら
ず
、
落

ち
着

い
て
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
を
待

つ
べ
き

で
す
。
ま
た
、

う
ま
く

い

っ
て
い
る
時

こ
そ
、
お
ご

ら
ず
、

つ
つ
ま

し
い

態
度

で
生
活
し
、
事

に
当
た
る
べ
き

で
す
。

ス
ラ
ン
プ

は

だ
れ

に
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
有
効

に
考

え

て
生
か
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ
が
、
冒
頭

の
言
葉

の
意
味

で

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
教

頭 

重

田
） 

【
ロ
ー
ド

レ
ー

ス
出
場
者
】 

《
男
子
の
部
》 

山

本

永

遠

②

、

河

瀬

太

陽

②
、
志
村
大
樹
②
、
北
原
悠

成
② 

《
女
子
の
部
》 

長

木

遙

香

①

、

冨

田
桜

未

①
、
山
城
樹
羅
② 

女
子
四
位
、
男
子
八
位
、
大
健
闘 

 

 

二
月
九

日

（
金
）
に

二
年
生

の
立
志

を
行

い
ま

し
た
。
立
志
式
と
は
、
日
本

で
古

く

か

ら
行
わ

れ

て
き

た

元
服

に

ち
な
ん

で
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
将
来

へ
の
志
を
立

て
る
行
事

で
す
。 

今
年

の
立
志
式
は
、
生
活

の
原
点
を

見

つ
め
る
機

会

と

し

て
宮

田
研
蔵

さ

ん
か

ら
立

志

に
関
わ

る

お
話

を

い
た

だ
き
、

「
食
」
の
大
切
さ
や
、
仲
間

の

大
切
さ
、
お
金

で
は
買
え
な

い
も

の
が

あ
る

こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
生
き

て
い

く

中

で
大

切
な

こ
と
を
教

え

て

い
た

だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
将
来

の
夢
や

生

き

方

に

つ
い

て
代
表

六

人

の
意

見

発
表
が
あ
り
、
二
年
間

の
成
長
を
強
く

感
じ
ま

し
た
。 

二
年
生

一
人

一
人
が
、
新
た
な
誓

い

を

立

て
大

人

の

一
歩

を
意

識

し
た

日

と
な
り
ま

し
た
。 

校訓 

自
律 

英
知 

鍛
錬 

宇 城 市 立 三 角 中 学 校  

学 校 新 聞   
平 成 30 年 ２ 月 28 日  

編 集 代 表  

校 長  寺 本 洋 一  
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